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
Ⅰ はじめに

 研究背景と研究目的
江戸町人地の都市計画，土地所有，地域的差異に関する
研究は，主に歴史学，経済学，都市学の分野で多くなされ
てきた。経済史学の白石1999は，日本橋地区における諸
問屋の変遷を歴史的背景から詳細な考察を行った。また，
白石2003は明治期の文化開化とともに日本橋に台頭し
西洋化した織物問屋が，日本橋地区の商業活動において主
要な位置を占めていたことを論じている。さらに，玉井
1977では江戸町人地の日本橋地区と京橋地区を取り上
げ，町屋敷の小間高から比較検討した。日本橋地区の小間
高が高かったことを示すことにより，そこで居住していた
町人も京橋地区に比べ社会的に有力な地位であったこと
を明らかにしている。
他方，歴史地理学では江戸期の人々の生活や文化的
行動に関する研究も蓄積されている。金子1995は，『江

戸名所図会』に記載されている挿絵の内容を宗教・社会・
自然・歴史関係の 4 つの分類で分析した。江戸住民の行
楽行動は，寺社地を中心としたものであり，そこには多様
性がみられたと述べている。さらに古田2014は，江戸期
の代表的な行楽行動とされる寺社参詣との関わりで，江
戸周辺地域の寺社参詣の「六阿弥陀参」の 3 つを取り上
げ，地誌書と挿絵の内容を比較検討した。為政者と庶民に
比較的に高く認識されている寺社参詣は，「武州六阿弥陀
参」であり，当時において実践されていたことを明らかに
した。
以上の従来の研究を踏まえながら，本研究は江戸後期
の日本橋地区が複合的な機能をもつ地域に変貌する過程
の究明を目的とした。これは，日本橋地区の様相が描写さ
れた視覚史料により多様な物的・人的要素を検討し，日本
橋地区が商業地から観光地化するメカニズムを解明する
ひとつの考察である。

 研究対象地域と研究方法
江戸町人地は，為政者の都市計画に基づいて整備され
摘 要
商業地から観光地化するメカニズムを解明するひとつの考察として，江戸後期に刊行された視覚史料
〔壱〕と〔弐〕を用いて，日本橋地区の描写景観を分析・考察を行った。〔壱〕は西洋画の遠近技法で
江戸後期の町人による大衆文化を，〔弐〕は為政者による地誌の挿絵であり，日本伝統の大和絵の鳥瞰
図技法で地域のさまざまな風景や風俗の実態が描写されている。描写対象としての要素は日本橋地区の
河岸の景観であった。為政者による都市計画に基づいて建設された河岸は，人文事象であり，人工事象
でもある。それが日本橋地区の全体像としての商業地景観を規定していた。
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た時期によって，17 世紀初頭の古町と 17 世紀中期から
18 世紀初頭の新町に区分される。古町の核心地域として
は日本橋・京橋・銀座地区が挙げられる。金子1995は日
本橋より半径5km以内の日本橋地区や京橋地区などを密
集行楽地と分類し，江戸において社会関係の事象が多か
った地域として古町を挙げている。したがって，日本橋地
区が江戸後期において最も社会的・文化的な事象が蓄積
された地域と判断し，本研究の研究対象地域と取り上げ
た図1。

図 研究対象地域 嘉永21849～慶応元1865年
内藤 昌2010『江戸の町上』：草思社より一部改変

乙部2002は，土地の主観的な認識や知識が絵図に盛
り込まれていると指摘しており，絵図の史料としての重
要性を論じている。また，絵図を用いた研究で，阿部
2012が江戸後期に刊行された2つの名所案内記歌川広
重作の『絵本江戸土産』と『江戸名所図会』の挿絵を比
較し，その描写対象の詳細な分類が行われた。このような，
江戸後期の風景画，挿絵などの史料は，風俗や人間の行動
や地域の風景が精緻に描写されており，当時の実態がわ
かる重要な手がかりとなっている。
 したがって，本研究の方法は絵図や史料に基づき社会
や風景の復原を重要な手法とする歴史地理学の研究手法
に準拠した。本研究で日本橋地区の景観を把握する資料
として，江戸後期に刊行された歌川広重初代1797～1858
年，以下広重による錦絵多色摺木版画と『江戸名所図
会』の挿絵を用いた以下，これらを視覚史料と呼ぶ。錦
絵は，享保51720年に蘭書の輸入が許可されたことを契
機に西洋画法の陰影技法と遠近技法などが取り入れられ，
明和21765年に鈴木春信により創始された。その後，錦
絵は多くの絵師達によって地域の風景や庶民の生活，旅
人の姿などが描かれて「江戸名所絵」と呼ばれ，江戸の特
産物にもなった図2。

図 日本橋視覚史料〔壱〕の例
（注：1歌川広重「東都名所日本橋真景并二魚市全図」 
2国立国会図書館デジタルコレクションインターネット公開
資料 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1302537 により一部改変）

『江戸名所図会』は天保51834年から天保71836年
に刊行された地誌であり，挿絵は絵師の長谷川雪旦1778
～1842 年，以下雪旦が描いている。『江戸名所図会』は
江戸後期にわたって刊行された名所案内記のなかで集大
成と評価されている。以上の視覚史料を本研究で用いる
理由としては，絵師のなかで広重が江戸の日本橋地区を
多く描いていたことと，『江戸名所図会』の挿絵には江戸
の日本橋地区が多く描写されていたことが挙げられる。
そして，本研究では日本橋地区の河岸に主眼点を置いた
ことを考慮し，視覚史料の中から日本橋地区の水辺の風
景が描写されたものを選定した図3。

図 日本橋視覚史料〔弐〕の例
（注：．『江戸名所図会』の「日本橋」 
国立国会図書館デジタルコレクションインターネット公開
資料http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2563380/35により一部改変）

以上に述べた広重の錦絵14点と『江戸名所図会』の10
点の挿絵を用いて，江戸後期における日本橋地区の景観
の変容を検討していく。

- 68 -
Ⅱ．描写による視覚史料の比較
日本橋地区の視覚史料として，江戸期に刊行された広
重の錦絵〔以下，壱〕と『江戸名所図会』の挿絵〔以下，
弐〕に描写された対象の内容を分析したものが表 1 であ
る。描写対象の要素は近景から遠景に至るまで描かれた
順番を優先してリスト化した。また，視覚史料に登場する
人物と川船の数も表に示した。視覚史料〔壱〕と〔弐〕に
共通して描写されていた対象は，建造物の日本橋，水路整
備による河川，川船，白漆喰の蔵，町屋敷，人であり，こ
れらは人文事象であることがわかる。もう 1 つの共通点
は，すべて遠景で描写していることである。建造物の日本
橋と，その周辺の範囲を描きとめるためには遠近技法か
鳥瞰図技法を用いることが有意であった。
一方で，異なることは，〔壱〕のうち 1点を除いた 13
点には，江戸城と富士山が全て描かれていたが，〔弐〕に
は，富士山が描かれているのは 10点のうち1点のみであ
った。また，〔弐〕の 10 点は江戸城を描写対象としてい
なかったことが異なる点である。これは，後述するように
描写対象の捉え方と表現技法，およびそれぞれの視覚史
料がもつ性格が異なることから説明できる。
〔壱〕は，表1の視覚史料名のあけぼの，朝，雪，晴を
みてわかるように，時刻と四季の自然的な事象を設定し
ていた。それによって，描写対象となる川，山，空，雪な
どの自然事象をより多彩な色取りで表現している。この
描写対象としての人文事象とともに自然事象が捉えられ
ており，描写において遠近技法と陰影技法が用いられて
いる。〔壱〕は，遠近技法と陰影技法の西洋画法を受容し
た歌川豊春1735～1814年により浮世絵風景画の「江戸
名所絵」といわれる江戸特産の絵画が生まれるようにな
った。この西洋風の画法に影響された浮世絵風景画は天
保年間1830～1844年広重と北斎の風景画により全盛期
を迎えた。鮮やかな彩りの革新的な絵画技法は絵師のみ
ならず当時の庶民にも大いに受けいれられ，江戸の特産
物にもなった。
〔弐〕は，江戸後期の地理的な情報を取り込んだ地誌で
あり，日本橋地区の商業活動，市街地，年中行事，人物な
どの人文事象を鳥瞰図技法で詳細に描いている。鳥瞰図
技法が用いられることで，数多くの登場人物や川船が描
写することができた。さらに，視覚史料〔弐〕で主にみら
れた鳥瞰図技法と源氏雲，水墨画の技法は，室町後期以降
の日本の都市景観図の典型とされる「洛中洛外図」で用い
られた画風をつくりだしている。元和31617年，浮世絵
風景画の狩野探幽が徳川幕府の御用絵として仕え，当時，

表 視覚史料による日本橋地区の描写対象

（注：1.〔壱〕は天保元1830年～安政1859年間，〔弐〕は天保51834年～天保71836年に刊行されたものである。
2.〔壱〕と〔弐〕の描写された要素は，近景より遠景に描かれた順を優先し羅列した。
   3.〔壱〕の登場人物数は識別できる範囲のみで示した。
金子1995では，登場人物数100人以上の場合○と表記しているが，本稿では90人以上の場合◇と表記した。
   4.〔壱〕と〔弐〕の川船数の場合，川船の桟蓋・板子・楫頭で識別しており判別できるものを集計している。）
視覚史料名 描写された要素 登場人物 川船
新選江戸名所 日本橋雪晴図  日本橋 河川 川船 白漆喰の蔵 江戸城 富士山  
銀世界東十二景 日本橋雪のあけぼの  川船 河川 町屋敷 日本橋 江戸城 富士山  
東都名所 日本橋雪  川船 河川 日本橋 町屋敷 江戸城 富士山  
東都名所 日本橋之白雨  日本橋 河川 川船 白漆喰の蔵 江戸城 富士山  
東都名所 日本橋真景 并二魚市全図  魚市 河川 川船 日本橋 町屋敷 江戸城 富士山 ◇ 
東都名所 日本はし雪晴之図  川船 河川 町屋敷 日本橋 江戸城 富士山  
〔壱〕五十三次名所図会一 日本橋 東雲の景  魚市 河川 川船 日本橋 白漆喰の蔵 江戸城 富士山  
江戸名所百景 日本橋雪晴  魚市 河川 川船 日本橋 白漆喰の蔵 江戸城 富士山 ◇ 
江戸名所百景 日本橋江戸ばし  日本橋 河川 川船 町屋敷  
東海道一 五拾三次日本橋  日本橋 河川 川船 白漆喰の蔵 江戸城 富士山  
江戸名所 日本橋  日本橋 河川 白漆喰の蔵 江戸城 富士山  
江戸名所 日本橋雪晴の朝  川船 河川 日本橋 町屋敷 江戸城 富士山  
江戸名所橋尽 日本橋  川船 河川 日本橋 白漆喰の蔵 江戸城 富士山  
江戸名所三夕の眺 日本橋雪晴  川船 河川 日本橋 町屋敷 江戸城 富士山  
江戸名所図会 日本橋  魚市 日本橋 河川 川船 白漆喰の蔵 町屋敷 ◇ 
江戸名所図会 日本橋 魚市  魚市 河川 川船 ◇ 
江戸名所図会 堀留  白漆喰の蔵 河川 川船 町屋敷 ◇ 
江戸名所図会 伊勢町河岸通 米河岸 塩河岸  白漆喰の蔵 河川 川船 町屋敷 ◇ 
〔弐〕江戸名所図会 堺町 葺屋町 戯場  白漆喰の蔵 河川 川船 町屋敷 ◇ 
江戸名所図会 新大橋 三派  河川 川船 新大橋 町屋敷 富士山 ◇ 
江戸名所図会 四日市  白漆喰の蔵 河川 川船 町屋敷 ◇ 
江戸名所図会 鎧之渡  河川 川船 白漆喰の蔵   
江戸名所図会 六月十五日 山王祭 其二  白漆喰の蔵 河川 川船 町屋敷 ◇ 
江戸名所図会 六月十五日 山王祭 其三  白漆喰の蔵 河川 川船 町屋敷 ◇ 
　　注：1.〔壱〕と〔弐〕の描写された要素は,近景より遠景に描かれた順を優先し羅列した。
 　　　　2.〔壱〕の登場人物数は識別できる範囲のみで示した。
   　　　　金子(1995)では，登場人物数100人以上の場合○と表記しているが，本稿では90人以上の場合◇と表記した。
　　　　3.〔壱〕と〔弐〕の川船数の場合，川船の桟蓋・板子・楫頭で識別しており判別できるものを集計している。
表　視覚史料による日本橋地区の描写対象
- 69 -
儒教思想を唱えた幕府の政策と呼応したことで，都市景
観図は淡泊な水墨画で描写することが特徴となった。そ
の後，狩野派によって大和絵の系譜が受け継がれた。 
〔弐〕の絵師雪旦は，桃山画壇を代表する長谷川等伯
1539～1610年の末流であるため，大和絵の絵師となる。
〔弐〕は，源氏雲などの大和絵の技法を全面的に用いた
ものになっている。源氏雲とは，金箔押地の雲の形による
装飾的な区切りのことであり，大和絵のすやり霞の技法
をより図案化したものである。〔弐〕の紙面の上段部分に
は源氏雲で処理した上に文字情報が書き込まれている。
この源氏雲は，日本の伝統の都市景観図の系譜の技法を
受け継がれており，〔弐〕は為政者の意図に基づき刊行さ
れた地誌であった。地域の風景，庶民の生活，旅などの行
動文化が描写対象なっていた。 

図 江戸日本橋地区における視覚史料の概念図
小澤 弘 2002．「都市図の系譜と江戸」：吉川弘文館， 
 山口桂三郎 1995．「浮世絵の歴史」：三一書房 より作成

以上のように 2 つの様式の視覚史料は日本橋地区を描
写する技法と性格が異なるものとなっていた。しかし，両
者とも浮世絵風景画であることと，日本橋地区における
人文事象を中心とした都市景観を描写対象として捉えて
いたことには変わりなかった。〔壱〕の遠近技法・陰影技
法と〔弐〕の鳥瞰図技法は異なる技法であったが，いずれ
にせよ日本橋地区の水辺の風景と，そこでの生活実態を
描写対象として捉えていたことは共通する点であった。 
〔壱〕は時刻と季節を設定することにより，日本橋地区
の全体的な風趣を，〔弐〕は臨場感を重視することにより
日本橋地区の地域の歴史や生活の実態を描写していた
図 4。どちらも江戸後期における都市社会が反映されて
いたことがうかがえる。
Ⅲ 日本橋地区の視覚史料による描写対象
 河岸としての日本橋地区の景観
鵤他1996は，広重の風景画には，生活と密接に結びつ
いた河川と橋，船がよく登場していることを明らかにし，
日本伝統の都市景観図には，河川や水路，水運，物資や人
を運ぶ船が描写対象にしたものが少なくないと指摘して
いる。前述したように，日本橋地区の視覚史料において共
通に描写された対象が，日本橋，河川，川船，白漆喰の蔵，
町屋敷であったことに注目した。これらの描写対象のす
べては，河岸を特徴づける要素であった。したがって日本
橋地区の景観を河岸との関わりから考察することができ
る。 
江戸末期には江戸と全国各地に 300 余の河岸があった
川名 2007。河岸形成の背景は，江戸後期の公的交通機
関となる宿駅制にあり，それだけで大量の年貢米と物資
を運送することが不可能であったため，水路が整備され
るようになった。河岸は，江戸初期に新しくできた言葉で
あり，中世にはなかった言葉である。幕府が経済的・軍事
的な支配を確立するため，河岸は水路体制を整備する過
程で全国各地に形成された。幕府の水路整備では，関東に
おける諸河川改流の大土木工事が元和期1615～1624年
より承応年間1652～1654年まで行われた。利根川の改
流工事や赤堀川の開削，および運河網の建設などが行わ
れ，関東各地から江戸に船で直接航行できる水運路網が
完成した。
このような水運路に運送機構として川の「湊」を設けた
ことが河岸の由来である。公的交通機関の宿駅制に基づ
く陸路運送と比較して，水路運送の利点は以下の通りで
ある。例えば，規模が大きい海船の千石船の場合は，馬の
運送能力の125倍俵にすると 2,500俵に達し，川船の高
瀬船全長 29ｍ場合は，余米 1,000 俵の運送が可能であ
った。小規模の川下小船の場合も，船頭 1 人が乗船し，
馬の 12倍の能力で米 25俵を運送ができた。水路網を利
用した運送は，経費の面において陸路より確実に経済的
であったことがわかる。
江戸初期の幕府の都市計画により経済インフラストラ
クチャーとして構築された河岸は，江戸に70か所立地し，
そのうち，日本橋・京橋・銀座地区に40か所立地してい
たと『御府内備考』に記録されている。特に，日本橋地区
に河岸は，17か所と江戸初期の埋め立て工事後に新しく
建設された4か所に立地していた図5。
江戸の河岸の特徴としては，全国各地の河岸と比べて
積荷別に機能分化していたこと，河岸に問屋が多かった
ことの2点が挙げられる。
為
政
者
庶
民
―内面的な性格－
江戸期における歴史・文化・社会的な事象
＜都市風景と庶民社会＞
〔弐〕の表面的な性格
都市景観図の系譜を
受け継がれた挿絵
＜鳥瞰図法と水墨画＞
〔壱〕の表面的な性格
遠近法・陰影法の西洋
画法を取り入れた風景画
＜多色摺木版画＝錦絵＞
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図 江戸時代における日本橋地区の河岸
（注：1古地図史料出版 江戸古地図集 続「安政江戸図」 
須原屋茂兵衛藏板 安政61859年を一部改変。
2No13～16は，江戸時代の埋め立て工事後に形成された
河岸である。）
【図5における河岸名】
1.城近河岸，2.裏河岸，3.西河岸，4.魚河岸本船河岸，5.四日市
河岸木更津河岸，6.米河岸，7.小舟河岸，8.末広河岸，9.西方河
岸，10.東万河岸，11.鎧河岸小網河岸，12.行徳河岸，13.茅場河
岸，14.亀島河岸，15.永久河岸，16.北新堀河岸，17.本材木町河岸，
18.西緑河岸，19竃河岸住吉町・難波町裏河岸，20a.浜町河岸，
20b.浜町河岸，21元柳河岸薬研堀とその埋立地付近

河岸問屋は，問屋の事務手数料の口銭，請払筆墨代と河
岸の使用料の庭銭，および蔵敷などを業務内容として行
っていた。
また，河岸における商業地の特徴として，1つは旅人の
往来にともなって茶屋や旅籠屋，および食物屋が多かっ
たこと，2つ目が荷物の移動にともなって各種の問屋や仲
買が多かったことの商業活動が挙げられる。多様な業種
の商業活動をしていた河岸問屋，それらに携わる人々が
生活していた居住地，および運輸事務としての商業機能
が重層的に展開していたものが河岸であった。視覚史料
には，河川に多く浮かんでいた川船，川辺に密集していた
白漆喰の蔵屋敷，さまざまな目的をもった群衆が描写対
象となっていた。つまり，河岸問屋が多く存在していた日
本橋地区の様相が視覚史料から読み取れる。
以上のように，日本橋地区の視覚史料から描写対象を
分析すると，その描かれた対象は，河岸であったことがわ
かる。河岸は江戸初期に幕府の為政者により都市計画の
過程で建設された人工事象であり，すなわち都市景観で
ある。そして，多様な商業活動が行われた日本橋地区の河
岸は，商業地としての典型的な景観であった。

 描写対象の川船と観光行動
日本橋地区の視覚史料では，物資を運んでいた川船が
多く描写されており，日本橋地区が物流拠点の中心的な
地域であったことを物語っている。しかし，それだけでは
なく人を運ぶ乗客船や屋形船・屋根船のような遊覧船も
多数みられた。
安永41775年から慶応31867年にかけて下総国の境
河岸から，1日 1便 1隻約 25人乗船する川船が，江戸の
小網町と新川に向けて出航したという記録がある。この
ことは，川船の利用が，江戸後期の遠距離の移動に適して
いたことを示している。乗客運送の機能をもつ川船は，江
戸後期の行楽行動の足として意味づけることができ，視
覚史料を補足する客観的な根拠になる表 2。

表 下総国の境町より江戸日本橋への旅人
 
（川名 登 2007：『ものと人間の文化史139・
河岸（かし）』より作成）

ここでは日本橋地区の視覚史料〔弐〕の描写対象の要素
のなかで川船に注目し，日本橋地区の景観の様相を検討
した。日本橋地区の視覚史料には，高瀬舟，茶船，猪牙船，
屋形船，屋根船などのさまざまな川船が描かれていた。
〔弐〕のなかで，「日本橋」と「伊勢町河岸通 米河岸
塩河岸」，および『江戸名所図会』の「両国橋」において
描かれた川船を取り上げ，日本橋地区の河川の特徴と他
の地域との差異を検討した。
まず，〔弐〕の「日本橋」には，63隻の川船のうちに物
資を運んでいた川船は23隻，乗客を乗せていた川船は13
隻描かれていた。残り28隻の川船は停泊中であったもの
年次 年間ごと(人) 年間平均(人) 月間平均(人) 日間平均(人)
 
 
安永     
 
 
 
 
天明     
 
 
安政     
 
慶応     
 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と，遠近技法により物資あるいは人を運んでいた川船な
のかが，判別できないものであった。〔弐〕の「伊勢町河
岸通 米河岸 塩河岸」には，40隻の川船のうちに19隻
が物資を運送しており，乗客を乗せた川船は 4 隻にすぎ
なかった。また，『江戸名所図会』の「両国橋」には，65
隻の川船のうちに貨物を運んでいた川船が 4 隻，乗客を
乗せていた川船がおよそ41隻描写されていた。したがっ
て，〔弐〕の「日本橋」と「伊勢町河岸通 米河岸 塩河
岸」に登場した川船は，主として物資を運んでいた。一方，
「両国橋」では圧倒的に乗客を乗せた川船が卓越してい
た。日本橋地区の吉川町から両国橋付近の河川は，江戸後
期の代表的な行楽地とされていた深川に向かう主要なル
ートである。要するに日本橋地区から両国橋にかけての
川は，極めて娯楽地としての性格を強くしていたことが
検証できた。
さらに，川船のなかで乗客輸送していた川船を特定し
てみると，〔弐〕の「堺町 葺屋町 劇場」，「四日市」，「鎧
之渡」，「六月十五日 山王祭 其二」，「六月十五日 山
王祭 其三」では乗客を輸送していた。各視覚史料に登場
した川船の全体数に比べ，乗客運送の川船はそれぞれ約2
割を占めていたことがわかる。しかし，〔弐〕の「日本橋」
で物資を運送する川船には及ばないが，表2の記録から，
旅と娯楽といった観光行動が展開された地域であったと
ことが反映されている。一方，〔弐〕の「日本橋 魚市」，
「堀留」，「伊勢町河岸通 米河岸 塩河岸」，「新大橋 三
派」で描写された地域は物資を輸送していた川船が明ら
かに多くみられ，これらの地域は物流が中心になってい
たがわかる。このように，日本橋地区のなかでも人的要素
と物的要素の高かった場所があることがわかった。そし
て，視覚史料には注目すべき川船がみられる。樽を積んだ
川船の登場は，江戸後期における運輸業の変化を示すも
のであり，物流拠点であった日本橋地区と関連している
ことは自明なことである。それは，天保改革以降に運輸業
が菱垣廻船から樽廻船に転換していく様子が視覚史料に
反映されていたことである。これは，当時の社会や経済の
変化がうかがえるものとして視覚史料の重要性を改めて
示している。

Ⅳ むすびにかえて
本研究は，江戸後期期の日本橋地区が商業地から観光
地化するメカニズムを解明するひとつの研究として，視
覚史料による分析を行った。本研究は日本橋地区が描か
れた江戸後期の浮世絵風景画を視覚史料として用いた。
初代歌川広重によるものを〔壱〕，長谷川雪旦によるもの
を〔弐〕とし，それぞれについて描写対象の分析を行った。
視覚史料に描かれた日本橋地区の対象は，主に，建造物の
日本橋，河川，川船，白漆喰の蔵，町屋敷，江戸城であっ
た。2つの視覚史料において異なる点は，富士山が描写対
象になったかの否である。このような違いは，以下の視覚
史料がもつ性格を反映している。描写にあたり，〔壱〕が
かつて影響された西洋画の遠近技法を，〔弐〕が日本伝統
の大和絵の鳥瞰図技法を用いたことで，対象に差異がみ
られた。しかし，〔壱〕が江戸後期の町人による大衆文化
であること小林 忠 1983と，〔弐〕が為政者による地
誌の挿絵として，地域の実態を忠実に描いていることも，
2つの視覚史料の差異の要因になっている。ただし，いず
れにせよ 2 つの史料は江戸後期の都市の風景と庶民社会
を主題として捉えていたという共通点を持っていた。 
以上のように視覚史料の性格の違いを踏まえながら，
日本橋地区の描写対象を比較した結果，両者に共通した
主要な要素は河岸であったことが確認できた。江戸初期
の日本橋の建造，河川とその改流工事，日比谷入りの埋め
立て，物資と人を輸送する川船は，河岸の形成と深く関連
するものであった。河岸は，当時の歴史や文化，および社
会的な事象であり，人文事象でもある。そして，河岸は為
政者によって都市計画に基づいて建設された人工事象で
もある。つまり，視覚史料に共通した描写対象は，河岸景
観であった日本橋地区の人文事象と人工事象を捉えてい
たと解釈できる。
河岸は，大量の物資輸送を円滑に行なうため全国各地
に建設された。特に，日本橋地区には多くの河岸が設けら
れ，物的・人的要素が集積するようになった。また，日本
橋地区の視覚史料には，江戸後期の社会の多様な人物が
登場していた。日本橋地区の人的な要素の関わりで，視覚
史料に登場した川船に注目した。視覚史料には，高瀬舟，
茶船，猪牙船，屋形船，屋根船などさまざまな川船が登場
していた。人の移動と娯楽手段として考えられる屋型船，
根型船，猪牙船などの川船が登場していたことは，江戸後
期の人々の観光行動を示すものとして重要である。具体
的には人を輸送していた川船を観光行動の指標として，
物資を輸送していた川船を商業活動として類推すること
ができる。また，視覚史料でみられた多様な人物も日本橋
地区の人的要素として重要であり，商業地や観光地の識
別材料となる。しかし，視覚史料には絵師の主観的な観点
も盛り込まれているため，文献資料による客観的な検証
が必要である。

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